
地域医療構想に関連する
最近の国の動向について
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○ 「地域医療構想」は、2025年に向け、病床の機能分化・連携を進めるために、医療機能
ごとに2025年の医療需要と病床の必要量を推計し、定めるもの。
○ 都道府県が「地域医療構想」の策定を開始するに当たり、厚生労働省で推計方法を含む
「ガイドライン」を作成。平成27年3月に発出。
○ 「医療介護総合確保推進法」により、平成27年4月より、都道府県が「地域医療構想」
を策定。平成28年度中に全都道府県で策定済み。（三重県は平成２９年３月に策定）

医療機能の報告等を活用し、「地域医療構想」を
策定し、更なる機能分化を推進

（「地域医療構想」の内容）

１．2025年の医療需要と病床の必要量
・高度急性期・急性期・回復期・慢性期の４機能ごと
に医療需要と病床の必要量を推計
・在宅医療等の医療需要を推計
・都道府県内の構想区域（二次医療圏が基本）単位で
推計

２．目指すべき医療提供体制を実現するための施策
例） 医療機能の分化・連携を進めるための施設設備、

在宅医療等の充実、医療従事者の確保・養成等
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○ 機能分化・連携については、
「地域医療構想調整会議」で議論・調整。

医療機能の現状と今後の
方向を報告（毎年10月）病床機能報告
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地域医療構想について
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2040年の医療提供体制を見据えた改革
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今後の地域医療構想の進め方について
（令和２年10月21日 第27回地域医療構想に関するワーキンググループ資料（一部改））



新型コロナウイルス感染症対応を踏まえた今後の医療提供体制の構築に向けた国の考え方①
（令和２年１２月１５日 医療計画の見直し等に関する検討会資料）
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新型コロナウイルス感染症対応を踏まえた今後の医療提供体制の構築に向けた国の考え方②
（令和２年１２月１５日 医療計画の見直し等に関する検討会資料）
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良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進するための医療法等の一部を改正する法律の概要
（令和３年５月28日公布）
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新興感染症等の感染拡大時における医療提供体制の確保に関する事項の医療計画への位置付け
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地域医療構想の実現に向けた医療機関の取組の支援
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外来医療の機能の明確化・連携


